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森
で
働
い
て
み
た
い
け
ど
、何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い̶

̶

。そ
ん

な
人
の
た
め
に
、就
業
に
向
け
た
各
ス
テ
ッ
プ
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
や
研
修

を
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。さ
ら
に
、こ
の
後
の
ペ
ー
ジ
で
は
平
成
28
年
度
に
実

施
さ
れ
た
各
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。気
に
な
っ
た
項

目
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

森
で
働
き
た
い
！

　林業に興味のある方、就業を希望する方
を対象とした説明・相談会。例年1～2月に東
京、大阪等で開催されています。林業全般や
支援制度について相談できるほか、各地域
の実情を知ることができる都道府県ブース
や、現場で働く緑の研修生に相談できるブー
スもあり、幅広く情報収集ができます。

　新潟県の林業をいろいろな人
に知ってもらうためのイベントが
各地で開催されています。
　その中で、平成28年11月に開催
された「WOOD JAM」について本
誌４ページで紹介しています。

　求人のある林業事業体と直接
相談することができる相談会。仕
事内容や待遇など、事業体ごとに
違う具体的な情報を知ることがで
きます。
　その中で、平成28年11月に開催
された「新規就農・就業チャレンジ
フェア」について本誌５ページで
紹介しています。

森林の仕事ガイダンス
(全国森林組合連合会 主催)林業ＰＲイベント

就業相談会

　「
森
の
中
で
働
い
て
み
た
い
!!
」そ
う
思
っ
た
ら
、林
業
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。書
籍

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
の
も
い
い
の
で
す
が
、よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、林
業

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。実
際
に
使
わ
れ
る
道
具
・
機
械
を
見
た
り
、現
場
で

働
く
人
と
直
接
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
、森
で
働
く
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
的
に
な
る
は
ず
で
す
。

林
業
体
験

02
　新たに林業への就業を希望する人を対象
に、座学と実習で林業を体験する講習です。
知識や技術をじっくりと身につける16日間
コースと、作業見学と簡単な体験がメインと
なる4日間コースがあります。新潟県では例年
16日間コースを春に、4日間コースを秋に実
施しています。
　その中で、平成28年10月に開催された「4日
間コース」について本誌６～７ページで紹介
しています。

　高校生や大学生、専門学校生を対象にして
林業を体験し知ってもらう研修。一泊二日の合
宿形式で、将来の仕事について考える貴重な
機会になっています。
　 そ の 中 で 、平 成 2 8 年 8 月に 開 催 され た

「WOOD JOB！　森の仕事体験」について本誌
８～９ページで紹介しています。

林業就業支援講習

WOOD JOB！
森の仕事体験

　
機
械
化
が
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
、林
業
は
体
力
も
必
要
な
仕
事
。実
際
の
作
業
現

場
を
見
学
し
た
り
体
験
す
る
こ
と
で
、自
分
に
合
っ
て
い
る
の
か
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。実
際
の
山
の
斜
面
や
生
い
茂
る
草
木
の
中
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
想

像
だ
け
で
補
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。就
業
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、一

度
体
験
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　森林組合などの認定事業体に採用された新規就業者
が、3年間の研修プログラムの中で林業現場で必要な知
識・技術・資格を習得します。研修を終えると「フォレスト
ワーカー」として登録され、これから森で働いていくため
の下地ができあがります。
　その中で、平成28年度の現場技能者育成研修の様子
について本誌10～11ページで紹介しています。
　また、新潟県内の事業体で働く、森の担い手の様子は
本誌12～23ページで見ることができます。

　持続的な森林経営を推進するため、森林所有者に対して、森
林施業の方針や事業収支等を記載した施業提案書を提示して
その施業を受託し、その施工管理を行うのが森林施業プラン
ナーです。地域の森林をよく理解し、うまく活用していくための
企画力と、それを所有者に伝える提案力が求められます。森林
施業プランナーになるためには試験に合格しなくてはなりませ
んが、その試験合格にも必要なプランナーに求められる能力を
身に付けるための研修が毎年開催されています。

「緑の雇用」現場技能者育成研修　

森林施業プランナー

　
事
業
体
に
就
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、現
場
作
業
に
お
い
て
必
要
な
技
術
の
習
得
・
向
上

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
緑
の
雇
用
」な
ど
の
研
修
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
、現

場
技
能
者
と
し
て
一
人
前
と
な
り
、さ
ら
な
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
道
が
開
け
て
い
き
ま
す
。
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そ
も
そ
も「
林
業
っ
て
何
？
　
ど
ん
な
仕
事
な

の
？
」と
い
う
疑
問
を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。

新
潟
県
内
で
は
、林
業
と
い
う
仕
事
と
そ
の
意
味

合
い
を
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
、

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ひ

と
つ
と
し
て
、昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た「
W
O
O
D 

J
A
M
」を
取
材
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、シ
ー
ズ
ン
に
先
駆
け
て
県
内
ス
キ
ー
場
の

情
報
が
大
集
合
す
る
イ
ベ
ン
ト「
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

Ｊ
Ａ

Ｍ
」と
同
時
に
行
わ
れ
た
こ
の「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｊ
Ａ

Ｍ
」。会
場
で
は
、林
業
の
仕
事
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
を
は
じ
め
、実
際
に
県
内
の
森
で
働
く〝
フ
ォ

レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
〞
３
人（
ひ
と
り
は
林
業
女
子
）

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
や
ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
等
の
展
示
＆
試
着
、県
産

木
材
を
使
用
し
た
木
工
体
験
、就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

＆
相
談
コ
ー
ナ
ー
と
、カ
ジ
ュ
ア
ル
か
つ
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し

た
。特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、実
際
に
働
く
人
た

ち
が
大
自
然
の
中
で
働
く
喜
び
を
口
々
に
語
っ
て

い
た
こ
と
。や
っ
ぱ
り
そ
れ
が
大
き
な
魅
力
の
ひ
と

つ
な
ん
で
す
ね
！

　
右
記
の
よ
う
な
林
業
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
と
は
別
に
、新

潟
県
で
は
、「
新
規
就
農
・
就
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
」と

題
し
、農
業
・
林
業
合
同
で
、県
内
事
業
体
の
担
当
者

と
直
接
会
え
る
就
業
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
下
の
写
真
は
、昨
年
11
月
、新
潟
市
で
行
わ
れ
た

フ
ェ
ア
の
模
様
で
す
。冒
頭
で
新
潟
県
林
業
労
働
力
確

保
支
援
セ
ン
タ
ー
・
福
田
所
長
か
ら
県
内
の
林
業
事
情

等
の
説
明
が
あ
り
、そ
れ
に
続
き
、10
社
近
く
集
ま
っ
た

事
業
体
の
担
当
者
が
、そ
れ
ぞ
れ
壇
上
で「
や
る
気
の

あ
る
人
材
を
求
む
！
」と
い
う
趣
旨
の
自
社
Ｐ
Ｒ
を
展

開
し
ま
し
た
。会
場
で
配
布
さ
れ
た
資
料
に
は
仕
事
内

容
や
待
遇
な
ど
事
業
体
ご
と
の
情
報
が
具
体
的
に
記

載
。さ
ら
に
、参
加
者
が
各
事
業
体
と
個
別
に
話
せ
る

相
談
会
も
開
催
と
い
う
、ま
さ
に
生
の
情
報
を
得
ら
れ

る
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

林
業
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｊ
Ａ
Ｍ
」

就
業
相
談
会

「
新
規
就
農
・
就
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
」

林
業
の
魅
力
を
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
開
催

農
業
・
林
業
合
同
、求
人
の
あ
る
事
業
体
と
直
接
相
談
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

平
成
28
年
11
月
・
新
潟
市
に
て
開
催

平
成
28
年
11
月
・
新
潟
市
に
て
開
催

05 04



森
で
働
く
3
ス
テ
ッ
プ

Forest
ry Support Service

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

林
業
体
験 

そ
の
❶
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林
業
就
業
支
援
講
習「
４
日
間
コ
ー
ス
」

　
林
業
現
場
で
行
う
業
務
が
自
分
に
合
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
だ
け
で

は
判
断
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。こ
の「
林
業
就
業
支

援
講
習
」は
、林
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人
た
ち

に
向
け
、座
学
と
実
技
で
実
際
に
林
業
を
体
験
し

て
も
ら
う
講
習
で
す
。新
潟
県
で
は
毎
年
、４
日
間

コ
ー
ス
と
16
日
間
コ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
お
り
、今
回

は
４
日
間
コ
ー
ス
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
の「
ノ
コ
ギ
リ
・

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
丸
太
切
り
」。開
始
前
に
１

時
間
ほ
ど
座
学
を
行
い
、丸
太
を
切
る
た
め
の
基

礎
や
道
具
の
説
明
は
も
ち
ろ
ん
、山
が
い
か
に
危

険
な
場
所
で
あ
る
か
、そ
の
危
険
を
回
避
す
る
た

め
の
退
避
行
動
も
レ
ク
チ
ャ
ー
。こ
の
実
践
的
な
指

導
こ
そ
実
技
講
習
な
ら
で
は
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
実
際
に
丸
太

切
り
を
体
験
。ま
ず
ベ
テ
ラ
ン
が
お
手
本
を
披
露

し
、続
い
て
参
加
者
が
挑
戦
。真
っ
直
ぐ
切
り
落
と

す
の
は
難
し
い
中
、構
え
方
や
木
に
刃
を
当
て
る

位
置
な
ど
細
か
な
指
示
を
受
け
て
い
く
う
ち
に
、

キ
レ
イ
に
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。や

は
り
体
験
は
、と
て
も
重
要
。林
業
を
目
指
す
人
は

ぜ
ひ
受
講
し
て
ほ
し
い
講
習
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

就
業
希
望
者
に
、座
学
と
実
技
で
林
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
講
習

林業就業支援講習（16日間コース）

　新潟県では、16日間コースを春、4日間コースを秋に実施していま
す。作業見学と簡単な体験がメインとなる4日間コースに対し、16日
間コースは、刈払い機やチェーンソーの資格も取得でき、より深い知
識や技術を身につけられる内容になっています。

平成28年度林業就業支援講習
（4日間コース）カリキュラム

日 程

10月16日
（日）

10月17日
（月）

10月18日
（火）

10月19日
（水）

9：00～12：00

13：00～17：00
9：00～11：00

11：00～17：00

9：00～17：00

9：00～15：00

15：00～17：00

林業の基礎知識

安全衛生講習

林業体験

林業体験

林業職場見学

就業・生活相談・
閉講式

オリエンテーション（日程説明・自己紹介）
林業の魅力と現状（フォレストワーカーの今）
林業の動向・木材供給と林業産業について

林業における労働災害の現状と安全衛生対策
チームワークとコミュニケーションの重要性
鎌及び刈払い機による下刈り作業体験及び見学
ノコギリ・鉈による枝打ち・除伐作業体験

ノコギリ・チェーンソーによる丸太切体験及び見学
高性能林業機械による作業の見学
その他各種林内作業の見学
針葉樹合板・バイオマス発電所等見学
林業への就業相談・生活相談
講習総括・アンケート 修了者証の交付

時 間 主 な 講 習 内 容講 習 科 目

今回取材した研修カリキュラム

平
成
28
年
10
月
・
五
泉
市
／
新
潟
市
に
て
開
催

「林業をやっている人は、山に対して
熱意がある。僕も将来的に村で森林技
術員として暮らしたいので、この経験
を仕事に活かしたいです」。

熊倉裕也 さん

「思っていた以上に自然の中で仕事を
するのは危険なのだと実感。しっかり
学んで、的確な現場判断ができる森林
技術員になりたいです」。

増子良平 さん
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業
体
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そ
の
❷

02
STEP

実
体
験
こ
そ
最
高
の
学
習
現
場
。学
生
が
森
の
仕
事
を
体
験

写真左より、「山北地区の木工加工施設を見学」（1日目）、「高性能林業機械での作業を見学＆体験」（2日目）、「新潟県森林研究所の概要を研修」（2日目）

平成28年度 WOOD JOB!
「青少年森の仕事体験ツアー」カリキュラム

日 程 時 間 主 な 講 習 内 容講 習 科 目
開会の挨拶～オリエンテーション
森林・林業の基礎知識
木工加工施設見学（山北地区）
交流の館 八幡にて
間伐体験（村上森林組合）

「林業の仕事に就職して」（いわふね森林組合・齋藤さん）
みどり里交流センターにて～就寝

みどり里交流センターにて
高性能林業機械作業見学・体験
みどり里交流センターにて
新潟県森林研究所の概要 研修～農林公社の概要 DVD観賞
就職ガイダンス
閉会の挨拶～解散

開校式
講義
見学
昼食
体験
先輩体験談
夕食

朝食
見学・体験
昼食
研修
就職ガイダンス
閉会式

9:50～
10:00～
10:50～
12:10～
13:30～
17:30～
18:00～

7:30～
9:00～
11:30～
12:30～
14:00～
14:50～

1日目

2日目

❶参加者は幾つかのグループに分
かれて行動。現場で活躍する林業の
先輩たちが、実際に倒す木の見極め
方やノコギリの引き方、倒す方向の
決め方などを丁寧に教えてくれます
❷まっすぐ育った杉や檜の林に隣接。
高さ４～５mほどに育った杉の幼木
の林で体験ツアーは行われました
❸当日はとても暑い日だったので、
水分補給も大切です

❹実際に林業に携わっている先輩の齋藤さん
（いわふね森林組合）。齋藤さんは平成26年のこ
の研修に参加された　❺参加者全員で諸先輩
方の話を聞く

W
O
O
D
J
O
B
! 

森
の
仕
事
体
験

「
青
少
年
体
験
合
宿
」

　「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｊ
Ｏ
Ｂ
！
青
少
年
森
の
仕
事
体
験

ツ
ア
ー
」と
は
、林
業
に
興
味
を
持
つ
学
生
を
対
象

に
、一
泊
二
日
で
山
仕
事
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

う
ツ
ア
ー
で
す
。こ
の
日
、取
材
で
訪
れ
た
の
は
村

上
市
北
部
。日
本
海
の
海
岸
か
ら
２
〜
３
キ
ロ
山

間
に
入
っ
た
場
所
で
し
た
。話
を
聞
い
た
お
二
人

（
↑
）を
は
じ
め
、参
加
者
は
、午
前
中
に
林
業
の
基

礎
知
識
を
学
び
、木
工
加
工
施
設
を
見
学
し
た
後
、

こ
の「
間
伐
体
験
」の
現
場
へ
。間
伐
と
は
、一
言
で

言
え
ば
成
長
の
良
く
な
い
木
を
倒
す
こ
と
。本
来
、

樹
の
成
長
が
緩
や
か
に
な
る
秋
か
ら
冬
に
行
う
こ

と
が
多
い
作
業
で
す
が
、夏
休
み
の
体
験
合
宿
と

い
う
こ
と
で
今
回
は
特
別
に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
周
り
と
比
べ
て
極
端
に
細
い
」と
か「
曲

が
っ
て
い
る
」な
ど
の
特
長
か
ら
間
伐
す
べ
き
木
を

見
極
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、印
を
付
け
た
木
の

根
元
付
近
へ
ノ
コ
ギ
リ
を
入
れ
て
、安
全
に
注
意
し

な
が
ら
人
の
い
な
い
方
向
へ
倒
し
ま
す
。ま
た
、実

際
に
林
業
に
携
わ
る
先
輩
方
か
ら
、体
験
談
や
、

「
今
か
ら
50
年
先
に
こ
の
木
や
林
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
を
考
え
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
」な
ど
の
話

も
聞
け
た
り
、み
ん
な
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

た
よ
う
で
す
。

「自然が好き」と参加した高校3年生（取材時）。
「林業の仕事ってたくさんあって、女性が活躍
できる場もあるんだなと思いました」。

根立龍斗 さん
「林業体験は2回目」の大学4年生（取材時）。建築
にも興味があり、「製材所で木材加工の現場を見
ることもできて楽しかったです」。

今回取材した研修カリキュラム

平
成
28
年
8
月
・
村
上
市
に
て
開
催

ねだち  りゅうと

本間真生 さん
ほんま　まさき

❶

❷

❸

❹

❺

❹

❺
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森
で
働
く
3
ス
テ
ッ
プ

Forest
ry Support Service

Niigata Forestry Magazineにいがた山しごと情報誌

就
業
〜
森
の
担
い
手
へ

03
STEP

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ワ
ー
ク
の
基
礎
を
現
場
で
学
ぶ

「
緑
の
雇
用
」 

現
場
技
能
者
育
成
研
修

「
1
年
目
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
」

　「
緑
の
雇
用
」事
業
と
は
、林
業
事
業
体
に
採
用

さ
れ
た
人
に
対
し
、同
事
業
体
な
ど
を
通
じ
て
講

習
や
研
修
を
行
う
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。林
業
未
経
験
者
で
も
森
林
の

仕
事
に
就
い
て
、林
業
で
必
要
な
技
術
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
日
、取
材
し
た
の
は
林
業
の
基
本
的
な
知

識
・
技
術
な
ど
の
習
得
の
た
め
の
研
修
と
実
地
研

修
を
組
み
合
わ
せ
た
３
年
間
の
研
修「
林
業
作
業

士（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
）研
修
」の
１
年
目
を
対

象
と
し
た「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
・
造
材
・
集

材
作
業
」と「
安
全
な
伐
倒
作
業
」の
講
習
で
す
。事

業
体
に
勤
務
す
る
、林
業
１
年
生
14
名
が
参
加
し
、

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て

や
立
木
の
伐
倒
を
行
い
ま
し
た
。

　「
プ
ロ
の
技
を
十
二
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
訓

練
す
る
こ
と
。安
全
面
へ
の
配
慮
も
と
て
も
大
事
で

す
」と
講
師
の
石
垣
正
喜
さ
ん
。技
術
は
も
ち
ろ
ん
、

プ
ロ
の
仕
事
の
心
構
え
に
つ
い
て
も
、皆
さ
ん
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

林業作業士（フォレストワーカー）
1年目研修カリキュラム例
【 安 全 講 習 等 】
●普通救命講習
●刈払機取扱作業者
●チェーンソー伐倒等業務
●玉掛け
●小型移動式クレーン運転業務
●走行集材機械運転業務
　　　　　　　　　　　　など

【 一 般 研 修 】
●現場作業における安全力
●チェーンソーのメンテナンス
●鳥獣害対策（わな猟講習）
●安全な造林作業

●チェーンソーによる伐倒・造材・集材作業　
●安全な伐倒作業　　　　　　　　 など

今回取材した研修カリキュラム
❶厳しくも細やかな指導で、受講生から絶大な人気を誇る、石垣
正喜先生　❷伐倒方向を確実にするため、必ず確認を　❸米
津要先生のチームの皆さんで記念撮影。石垣先生チームの皆さ
んは表紙に登場！　❹受け口の修正方法を教える、米津先生

［年齢:24歳　林業経験:2カ月目］

八重沢 徹 さん

津南町森林組合

　知識はもちろんですが、実際に
体験しないと覚えられない仕事だ
と思うので、ここまでマンツーマ
ンで教えてもらえる機会は本当に
ありがたいです。林業の仕事に巡
りあえてよかったです。空師を目
指してがんばります！

自己流を見直す
貴重な経験に感謝

［年齢:19歳　林業経験:1年目］

佐藤拓郎 さん

いわふね森林組合

　自分は木を伐るだけで精一杯
で余裕がなく、こんなに安全面に
気をつけて作業することに驚きま
した。商品として木を丁寧に扱う
心構えなど、勉強になることばか
りです。忘れないうちにもっと木
を伐りたい気持ちです。

安全面に留意する
プロの仕事に驚く

平
成
28
年
7
月
・
柏
崎
市
に
て
開
催

❶
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